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露
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及
極
東
露
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蘭
桃
政
饿

 

盤
*

H

號 

に
先
ち
て
々
旧
の
大
戦
に
遭
遇
す
る
に
至
り
し
か
ぱ
爾
來
露
國
內
に
於
て 

て
僻
来
の
其
經
濟
政
策
を
變

S
J

せ
ざ
る
可
ら
す
ビ
の
識
論
極
め
て
多
し
、而
し 

開
か
れ
れ
る
經
博

<；

^
談
の
如
き
露
國
も
苑
熟
心
な
る
費
成
卷
に
し
て
戰
綴
終

政
银
の
上
に
幾
多
の
變

K

を
見
る
に
至
る
可
し

i

思
考
せ
ら
る
、
も 

初§

に
現
は
れ
ぢ
る
此
等
意
見
の
二
三
に
付
論
評
せ
ん
ビ
す
る
考
な 

渡
る
の
嫌
あ
れ

.ぱ
K

ら
に
他
日
を
斯
し
莊
に
舰
擎
す
る
こ
ご
、
せ

b
*

M
.
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T
o
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4
0

六ニ
此
戰
ポ
に
鑑
み 

て
過
般
巴
里
に 

維
後
に
共
®
税 

に
非
ず
、余
は
最 

0
h

.に
提
き
に

所
得
を
中
心
と
す
る
經
濟
理
論
，の

結

構

(

ニ
、完

)

^

(

營

利

享

樂

)
信

.4

享
樂
の
爲
め
に
所
得
、を
投
す
る
®
合
に
於
て
も
個
々
享
樂
财
の
獲
得
に
恶
す
る
費
用
は
客 

觀
的
事
實
な
る
價
格
形
成
に
依
て
足
め
ら
る
。或
種
類
の
夏
精

’
子
一
個
の
代
僧
金
ニ
圓
な

。

i
 

せ
i
 

鍵
類
の

®

脾
子
が
其
市
場
に
於
て
ニ
圓
に
て

K

ら
る
と
云
ふ
事
は

.
可
人
に
も
北

〈

通
の 

客
觀
的
事
實
な
り
。た
；>
ニ
圓
を
投
じ
て
賀
ふ
可
き
帽
子
が
鶴
許
の
便
宜
快
樂
を
與
ふ
る
や
及 

ぴ
ニ
旧
な
る
数

iii；

力
；
人
に
取

.

C
N

て.g

何
な
る
意
味
を
海
す

る

か

に

至

て

は
全
然
主
觀
的
の 

旧
題
に

L

て
人
に
依
て
同
じ
か
ら

t

成
人
は
之
を
買
ふ
事
に
依
て
多
大
の
便
慈
を
得
，ニ
圓
な 

る
便
格
は
巡
だ

.廉
な
ゎ
ご
感
す
可
ぐ
、又
他
の
人
は
ニ
韻
は
甚
だ

.廉
な
ら
す
、又
驻
だ
不
廉
.な
ら 

す
i

感
じ
、

買
ふ
も

可
、
S

は
ざ
.力

も

不
可
な
し
ビ
云
ふ
が
如
き
冷
淡
な
る

心

®

狀
態
に
あ
る

可 

0
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價
な
る
幡
子
を
以
て 

额

V
J

し
て
兄
る
時
、⑩ 

は
全
然
主
觀
的
な
ゎ
，。
 

の
方
法
に
於
て
之
を 

t

例
へ
ぱ

K

鴨
子
が 

の
帷
子
の
お
め
に
幾 

引
f
fi
ほ
す
事
を
得
可 

ニ 

M
に
て
質
ふ
ざ
能

银
十
驗

a

五照ニ

)  

0 

0

所得，
.̂中心とする

'經
激
规
論
の
結
構
：
，，

镇
十
！眺 

六
四

く
足
に
他
の
人
は
帽
子
よ
ゥ
く
る
利
用

W

投
す

‘
可
き
費
用
の

1
1

圓

W

を
比
較
し
て
帷
子
は

余 

>
じ
不
廉
な

-
^
ご
判
斷
し
、之
を
全
然
放
棄
す
る
か
或
は
他
の

m

ジ
廉

滿
足
す
可
し
。價
格
は
何
人
に
も
共
通
の
事
實
な
れ
と
も
其
價
格
を
費
用

人
の
趣
味
性
癖
德
遇
所
得
の
大
小
等
個
々
人
の
行
動
を
決
定
す
る
事
情

而
し
て
所
得
の
或
部
分
の
投
用
に
依
て
受
ぐ
る
享
樂
の
躲
剩
は
或
間
接 

、
や

*

货
很
額
に
見
積
る
事
を
得
れ

A
j

も
、只
間
接
に
見

*

り
得

i

云
ふ
に
過
ぎ 

吾
輩
に
與
ふ
る
享
樂
儉
剰
は
余
が
必
要
上
止
む
を
得
ざ
る
場
合
に
は

>
y  

許
を
投
す
る
事
を
敢
て
客
ま
ざ
る
や
を
想
像
す
る
事
に
依
て
®
微
額
に 

し
0

§
ち
余
は
其

W

子
よ
り
受
く
る
便
盤
少
な
か
ら
す
、從
て
そ
の
帷
子
が

は
ざ
る
場

<
n

に
は
其
以
上
を
投
す
る
、と
を
敢
て
僻
せ
す
、止
む
を
得
ざ
る
場

<
$
2

に
は
！ニ
圆
迄
は 

敢
て
投
ヤ
る
の
意
あ
ゎ
ビ
す
れ
ば
余
が
此
購
買
に
依
て
受
く
る
儉
剩
享
樂
即
ち
マ
ー
シ
ャ
ル 

力

k
：i 

「

がタ者儉は此場合
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H
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な
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ビ
云
ふ
が
如
し
。然
れ
ダ

J

も
余
が
^
個
ニ
圓
の 

■

子
を
購
ふ
事
に
依
て

1

圓
に
湘
當
す
る
餘
剩
利
用
を
受
く
ビ
云
ふ

H
J

は
全
く
余

1

人
に
取 

.
ね

て

の

事

激

の

み

、
余

は

何

人

に

.向
て
も

1

個j
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圓
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用
を

.
^
ふ
e

主
張
す

る
i

能
は
す
。如
何

な
，，：̂

.

人
^

向
て
.
も共
.，

通
な

-
る：
.客
，觀：：的事
實
は

®

チ
プ

- 

似
力
ニ
圓
に

.て
®

ら
る
、

ゴ

云
ネ

V

實
の
み
。而
，し
て

<
r

余

は

に

余

が

M

子
を
買
ふ

2::̂
;

じ 

依
て

S

く
る
餘
剰
利
用
を

一

圓ビ
レた
れと
も

f

た
レ
間
接
の
方
法
に
於
て
主

S

 

享
樂
條
剰
を
姑
ら
ぐ

I

の
稱
呼
に
、

直
ほ
し
た
る
の
み
、餘
剩
享
樂
そ
の
密
が
直
ち
に

§

の
-
形

£

て
.現
は
る

\

に
は
非
す
。此
點
に
於
て
享
樂
生

f

目

的

ビ

營

利

生

活

の

目

的

.

.
^
は 

全
然

#

質
を
殊
に
す
る
を
見
る

.
可
し
。ニ

圓

じ

て

買

ひ

た

る

權

子

を

.ニ
圓
ニ 

+
錢
に
資
ら
ぱ
其 

.
麦
額
は
明
々
白

々

ニ
十
錢
の
，货
很
额
に
て
現
は
る
。敢
て
之
を
二
十
錢
に
見
精
る
必
要
な
く
、义 

之
を

1
1

十
錢
に
引
直
ほ
す
、

§

要
も
あ
る
事
な
し

.。吾
入
が
享
樂
生
活
に

.於
け
，る
よ
り
も
營
刹
生 

溶
に
於
て
ま
に

S

的
•合

®

的
に
行
動
し
得
る
所
以
は
政
に
存
す
る
な

i

樂
生

®

こ'
於 

て
吾
人
の
求
む

‘
る
所
は
受
く
る
所
の
主
觀
的
享
樂
ご
投
ホ
る

.所
の
費
用
ぱ
の
條
剩
の

最

大
な 

&

ん
事
に
あ

.

.。此
揚
合
に
費
用

•は
價
胳
形
成
に

'
依
り
て
楚
ま
ゎ
，货
將
额
を
以
て
云
ひ
表
は
さ

’

る
れ
ど
も

j

楚
の
货
幣
額
♦が
意
除
す
る

.
f
fl要
，の

®

度
は

.八
丄
然
主
觀
的
に
し
て
人
に
よ
り
て

1
 

じ
か
ら

t

反
之
營
利
生
？

於
て

S

,

へ
ら
れ
れ

5

の
價
格
間
の
差
額
の
*
失
な
ら

i

 

に
し
て
悉
く
主
觀

.的
要
素
を
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す
。
；
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牆
說
所
得
ホ
仏
と
す
る
經
濟
理
論
の
.給
桃 

稱
十
！

號

.
六
六

或
は
營
別
行
？

£
|

の
.結
果

i

し

獲

，得
せ
ら
れ
れ
る
所
得
は
結
局
享
樂
の
用
に
供
せ
ら
る
可 

き
述
命

.を
有
す
る
も
の
な
る
か
放
に
其
所
得
を
赢

.得
す
る
營
利
生
活
ご
.之
を
投
用
す
る
享
樂 

生
活
ビ
は
相
述
纖
す
る
も
の
に
し
て
相
互
引
離
す
可
ら
ざ
る
も
の
な
り
ご
抗
譲
す
る
も
の
あ 

ら
ん
。然
れ
と
所

.得
が
結
局
享
，樂
の
用
に
供
せ
ら
る
、
の
如
何
は

<
r

問
題
に
あ
ら
す
、®
要
の
黯 

は

經
濟
行
お
の
，目
的
が

1
皮
び
所
得
の
獲

：

得
な

.る
單
ニ
の
：目
的
に
集
注

し
、
M

に
德
ニ
段
の
行 

.
S
ご
し
て
觅
に
全
然
異
な
る
目
的
に
向
つ
て
出
發
す

‘る
事
實
に
あ
り
。而
し
て
余
は
近
代
經
濟 

生

8
5

の
此
の
，
®
:

徵
を
的
確
に
把
従
す
る
事
が
交
為
經
濟
的
諧
現
象
を
*正し
く
理
解
す
る
上
に 

於
て
第
一
の
要
仲
ね
る
事
を
確
信
す
。所
得
は
猶
ほ
プ
タ
ズ
ム
の
如
し
。ズ
ジ
ズ
ム
が
荷
ゆ
る
光 

‘線
を
一
族
び
吸
收
し
て
更
に
新
た
に
色
を
分
ち
て
放
射
す
る
如
く
有
ゆ
る
經
濟
注

8
5

上
の
努 

力
は

1

旦
所
得
な
る
單
ー
の
目
的
物
に
集
ホ
し
、而
し
て
新
£̂に
此
所
得
ょ
リ
出
發
し
て
旧
々

.現
實
：の
欲
望
充
足
即
ち
享
樂
な
る
目
的
に
向
て
放
散
す
る
な
ね
。

■
K

 

/

-

つ
有
愤
的

」

ご
.云
ふ
事
を

M

則
ざ
す
る
力
义
易
經
濟
社
會
じ
於
て
は
得
め
赢
所
得
は

H

に、は、必 

:

チ

II：

摩
か
の
，俄
‘給
を
意
除
し
、所
得

Q

役
用
は
必

★

蘇
麥

i

な
b

て
現
は
を
、へ
掠
奪
域
取
等
の
癒
法

:

す

溯

導

か

の

-

.

®

‘
給

を

意

除

し

、所

得

Q

役

用

は

必

中

！

と

な

b

て

現

は

を

べ

掠

奪

域

取

等

の

癒

法

. 

，行

爲

又

は

得

呢

贈

與

慈

營

等

の

無

個

的

授

受

は

现

在

經

濟

祖

.織

の

：根

幹

を

な

す

も

の

1
2

非

t

從
て
今
之
を
論
外
に
措
ぐ

)

所
謂
企
業
家
は
商
品
又
は

.動
務

を

供

給

す

る

事

に

依

て

別

®

を

#

、

勢
®
卷

は

勞

働
を
供
給
す
る

事

に

依
て
、賞
鎭

.を
、資
本

家

は

資

本

の

利

用

を

地

主

は

土

地

の

利 

用
を
供
給
す

る

事
に
依
て

利

子

地
代
を

受

く

。

所
得
を

得

る

に

は

此

一

途

、ぁ

る

の

み

。ガ

等

か

の
 

形
に
於

て

所
得
を
得
ん

i

す
る
も

の

は

必
す
何

等

か

の

形
に
於

て

供

給

を

行

は

ざ

る

可

ら

力
 

.何
物
を

も

供
給
せ

ざ

る

も

の

は

交
易
經

渡

の

下
に

ぁ

り

て

は

何

等

の

所

得

を

要

ま

す

る

*

利

:’ 

な
し
。他
の
一
方
に
所
得
の
投
用
は
無

®

的
に
之
を
他
人
に
與
ふ
る
場
合
を
除
き
必
す
蕭
要

i

な
i

て
親
は
る

\

も
の
な
り
◊所
得
獲
得
が
他
方
に
於
て
何
等
か
の
供
給
を
意
味
す
る
ど
同
樣 

に
#

要
は

.所
得
の
投
用
を
俟
ウ
て
始
め
て
成
立
す
。或
特
定
の
欲
望
を
滿
た
さ
ん
ご
欲
せ
ば

.

は
之
，に
適
當
す
る
段
を
狼
得
せ
ざ
る
可
ら
す
。而
し

•て
之
を
爲
す
の
途
は
所
得
の

I

部
を
投 

L

て
之
を
貴
ふ
事
に
外
な
ら
す
。

綠

返
し
て
云

ふ
、享

樂
®
ち
所
得
投

用

)

は
需
要
を
意
味
し
、營
利

、
 

(

所
得

*

得)

は
供
給
を
意
除
す
。今
此
二
つ
を
後
段
の
說
明
の
必
要
上
マ
ル
ク
ス
の
方
式
を

？
.̂
.

厂

, 

て
.明
は
せ
ぱ

.

. 

.

.

.
• 

.

. 

‘

享

難

G
——

W

 

. M

晴

——

威
.

，雪要
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十
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酣
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傅
か
中
心
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ず
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蝶
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然

十

卷

n

五
g

o

論

M

所
得
か
中
心
と
ず
る
經
憐
理
論
の
i

1 

第
十一

號
，

營

利

W
—

G

 

域
品—

僚 

供
給

八

(

の
-

-W
は
商
品
を
得
ん
が
爲
め
に
货
赂
を

W
——

G

は
貨
微
を
得
ん
が
お
め
に
商
品
，を
提

供
す
る
事
を
意
味
す

)

.

. 

‘

'

ぉ

所
得
投
用
論
に
於
て
論
せ
ら
る
可
き
最
主
要
の
間
题
は
、合
の
見
る
所
に
從
へ
ぱ
、如
何
に
し 

て
人
の
欲
望
が
所
得
投
用
な
る

®

描
を
通
じ
て
始
め
て

.需
要
な
る
國
民
：經
濟
的
！

§

動
力

i

な 

リ
て
現
は
る
、
か
の

1

事
な
ぐ
た
ぃ
漠
然
霞

.要
は

‘欲
望
に
依
て
定
ま
る

V
J.

云
ふ
は
太
だ
不
精 

確
に
し
て
學
術
的
な
ら
す
。欲
望

W
需
要
ご
の
間
に
は
所
得
か
詣
用

.
%
、

へ
の
ぼ
分
な
る
過
殺
あ 

，る
事
を
明
じ
せ
ざ
る
可
ら
す
。與
び
夏

W

子
Q

例
.を
引
か
ん
じ
、月
收
ニ

 

K
H

.M

の
人
が
ニ
圓
の

I
K 

帽
子
を
賀
ひ
た
ね
せ
よ

n
i

圓
の
代
り
に
五
圓
の
夏
帽
子
を
買
は
ざ
る
は
何
故
な
り
や
。幌
子

' 

一
 

個
の
爲
め
に
五
圓
を
投
す
る
事
圓
よ
ゎ
此
人
に
取
；

C
S

て
は
.絕
對
的
不
可
能
に
非
す
、而
し
て
五 

圓
の
夏
帽
子
が
ニ
圓
の
も
の
よ

b

大
な
る
滿
足
を
與

.ふ
可
き
事
も
亦
略
想
像
に
難
か
ら
や

M
, 

る
に
猶
且
五
圓
の
も
の
を
捨
て

v
M

l

圓
の
を
取
る
所
以
の
も
の
は
此
人
の

g
®

に
於
て

T

2 

.
=
,
>
の
ニ

I

圓
じ
俄
て
購

.ひ
得
可
き
他
の
雜
類
め
ハ

*

足
i

五
，圓

の

精

子

が

l.
r

圓
の
帽

H
rv

に
艇
過

'

し
て
脚
ふ
る
條
剰
滿

.足
i

の
此
較
行
は
れ
前
索
、は
後
，者
よ
，々
も

★

な
i
v
i

制
0

せ
ら
れ
た
る 

か
货
め
な

b
。斯
の
如
，く
人
が
一
定
の
價
格
に
て
或
物
を
買
は
ん
ご
決
意
す
る
は
满
た
す
可
き 

i

糊
の
欲
望

.V」

之
が
手
段
た
る
可
き
所
得
額

i

を
對
照
し
所
得
額
：を
是
攀
譜
種
：の
欲
望
に

B
 

分
し
た

’る
結
果
な
り
。而
し
て
此
所

§

 4
i
l：

に
就
て
は
動

.か
す

.可

.ら
ざ
る
法

.則
あ

〜
此
法
則
の 

银
-
k
に
报
も
功
海
わ
る
は
欲
望
利
用
.の
研
究
に
力
を
盡
し
ね
る
ゴ
ッ
セ
ン
以
後
ジ
.エ
デ
ン

.
ス
 

並
に
填
大
利
諸

.學
者
に
し
て
從
來
の
欲
望

.及
利
用
學
.說
は
所
得
檢
用
論
中
の
此
部
分
に

 <

ハて 

其
正
當
な
、る
位
盧
を

.見

出

，
す

’
可

き

も

の

な

!

定
額
の
所
得
を
受
く
る
人
が
某
所
得
斯
照
內
に
滿
ね
さ
ん
む
欲
す
る
諸
®
、の
欲
：望
を
念 

ぎ

に

置

き

適

宜

に

所

得

を

是

等

，諧
用 
'途
に
，配分
せ
ん
マ
：

J

す
る
に

.當

り

，，て

即

ち

如

何

な

る

欲
S
 

を
如
何
な
る
鸦
度
ま
で
滿
ね
し
、加
何
な
る
欲
望

.を

不

願

に

附

，す

可

き

や

を

決

す

る

に

當
.
，
リ

て
、
 

興

の

勘

す

る

所

は

：其

定

額

の

所

.得

の

投

用
よ

b

受
く
る
所
の
享
樂
.の
最
大
な
ら
ん
事
に
あ
る 

や
論
な
し
。此
場
合
念
廣
に
置
か

，
る
 

>

欲
攀
の
法
則
に
ニ
あ
り

。
'

(
1
)

享
’藥(

欲
望
滿
足

)

は
之
を
錄
返
す
事
に
依
ク
て
漸
次
：減
退

’し
、遂
に
は

.奪
じ
達
す

i

の
享 

樂
纏
擴
.又
は
利
用
遞
減
法
則

5
 
.タ
セ
ン
第

一

法
則

)

及
び 

第r

卷

C
5

..s
ii

論
靓
所
得
か

中
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と
す
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經
濟
理
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の
緒
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然
十
卷
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m

s
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耽
：
所得

,
中̂心とする

經B,

理論
'の
.緒
桃
.
，

筋

十
‘

一

號 

七？

(

ニ)
-
滿
さ
れ
：た
る
欲
望

.は

.成
斯
間
滿
た

さ

れ
た
る
ま

. 

>
 の
狀
熊
に
止
ま
れ
と
も
典
斯
間
を

. 

:

經
過
す
る
時
は
新
た
に
再
起
す

.W

云
ふ
欲
望
反
覆
の
：，法
則
。

(

人
が
.斷
片
的
經
濟
行
爲

V
V 

以
て
.滿
足
せ
す
し
て
永
績
的
秩
序
的
な
，るつ經濟

j

を
營
む
に
至
る
は

.

1

旦
滿
れ
さ
れ
れ 

る
欲
望
が
滿
れ

.さ
れ
た
：る，

0

じ
靜
业
せ
す
時
を
經

-て.再
起
し
來
る
，の
事
實
を
知
る
が 

:

.

お
め
な
り
。而
し
て
人
が

I

定
の
所
得
を
以
て

r

定
期
間
內
に
於
け
る
享
樂
生

S
5

を
營 

ま
ん

W
,

す
る
じ
當
ね
：て
は
或
種
の
欲
攀
を
某
瞬
時
滿
足
せ
し
め
た
る
丈
け
を
以
て
安 

一
心
，す
可
ら
ざ
る
論
な
し
。必
す
同
じ
欲
望

.が
：時
を
經
，て
與
び
，起
ね
.來
る
事
を
考
慮
の
中 

に
‘
.置
.
.き
.之
に
向
て
雄
傭

.す
る
所
な
か
る
可
ら
ざ
る
な
り

。

)

1
S

し
て
此
ニ
法
則
を
前
提
し
て
出
で
来
る
を

(

三)

多
く
の
欲
望
あ
も
て
而
し
て
其
凡
べ
て
を
悉
く
滿
た
し
了
る
こ
ご
能
は
ざ
る
場
仓
に 

欲
望
滿
足
の
最
大
量
を
得
ん
が
篇
め
に
は
各
の
享
樂
を
各
の
限
.界
利
用
を
相
等
し
か 

，ら
し
む
程
度
に
於
て
止
む
、

V
J

云
ふ
限
界
享
樂

.平

均

若

く

，は
：限
：界

利

用

平

拘

の

法

型

ゴ 

ツ
セ
ン
第
二
法
則

)

ビ
す
。
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,

所
得
を
萧
參
の

.：欲
望
，に
：.
®
分
'す
る
湯
合
命
之
：ぉ
：支
：配
.：
<-̂̂
 

§
法
則
.は
'所
謂
ー
ゴ
タ：

セ
ン
第
二i

法
則

に
は
：；̂
す
ビ
云
ふ
レ
キ
シ
ス
の
反
對
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m

e
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lk
s
w
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c

h
a
fts

le
h

re
/  S

.  
3
2
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3
3)

は
明
を
赞 

^

に
狹
く
解
輝
し
た
る
嫌
あ

®

の
所
得
を
以
て
！

 I  

f
fl以
上
欲
望
を
满
れ
し
而
し
て
之
ょ 

.ゎ
最
大
の
滿
足
を
得
ん

i

努
む
る
以
上
、ゴ
ツ
セ
ン
第
二
法
則
は
論
理
的
に

.
必
然
の
歸
結
な
リ
。

し
ゴ
ツ
セ
ン
は
欲
望
滿
足
其
者
の
み
を
服

-6-

に
置
き
之
，が
鍵
め
に
投
す
る
費
用
を
閑
却
し 

た
る
域
み
あ
と
リ
ィ
フ
マ
シ
は
此
點
を
指
摘
し
、之

'
に
修
正
を
加
へ
て

「

限
界
收
襄
此
場
<ロ
に
は 

儉
剩
利
用

¥
 

^
の
.法
則

」

. Ge
s
e
t
z

 

d
e
s
’ 

A
u
s
g
l

 
ひ ic

hes 

d
e
r

 

.
G
r
e
n
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e
r
t
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を
立
て
れ
之
を
ゴ
ク
セ
ン

-
-
ジ
ィ
フ
マ

ン

法
則
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n
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L
i
e
f
m
a
n
n
s
c
h
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G
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s
e
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i

呼
ぶ
も
不
可
な
し
。

j

定
の
听

得
を

.投
じ
て
欲
望
滿
足
の
用
に
充
て
ん
、と
す
る
以
上
は
費
用
の
觀
念
、®
用
ご
利
用
ビ
め
比
較
は
香 

人
の
念

1ボ
を
ネ
る
事
な
し
。吾
人
の
關
心
事
は

享

樂
の
絕

.對
量
の
大
小
に
非
す
し
て
、利
用
ょ
り 

数
用
を
控
除
し
，た
る
差
额
即
ち
享
樂
條
剩
の
大
小
に
存
す
る
こ

i

勿
論
な
る
を
以
て
タ
ィ
フ 

サ
ン
の
ゴ
ツ
セ
ン
第
二
法
則
じ
加
へ
る
修

}
ii

は
正
當
な
る
修
正
た
る
こ
ビ
論
を
俟
れ
す
。今 

ジ
ィ
ブ
マ
ン
め
設
け
れ
る
一
例
に
從
ひ
て
此
法
則
を
說
明
せ
ん
に
人
あ
十
ニ
馬
党
を
投
じ 

T
A
B
 

C
な
る
三

®

の
財
を
買
は
ん
ざ
す
る
に
此

.三
種
の
財
の
各
®
位
が
其
人
に
與
ふ
る
亭 

難
は
左
の
加
し

i

す
れ
ぱ
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所
得
か
中
心
と
す
る
經
濟
理
餘
の
結
構

傘十
锁

灘
I

W

ほ

I

/

C O

職
川

ニ 

7

 

5  

職
®

、、 

6  

W

職 5
：  

ニ 
： 

4

 

1

.

職

；̂

、、
 

.2

 

0

職
れ

ニ

1

職A

、ハ 

0 

而
し
て
各
単
位
の
價
格
：即
ち
之
'を得
る

0

に
し

て
何

れ

1

党
な 

取
位
よ
り

，パ

I

に
要
す
る
®
用
は
均 

り
ご
假
究
す
れ

.ぱ
ゴ
ツ
セ
ン
.の

1
5

 

ニ
法
則
は
其
儘
適
用
せ
ら
れ
、彼
は
先
づ

A

の
.1  

船
め

A

の
第

1
1
、

次
で

B

の
第

】

單
位
の

.順
じ
て
十
二
單
位
を
質
ふ
可
し
。然
れ
と
も
を
稀

®
 

の
贝
の

®

格
同
れ

.か
ら
ざ
る
：場
合
に
は
獨

b

利
用
の
み
を
服
中
に
置
く
ゴ
ツ
セ

.
ン
.法則
は
忽 

ち
錯
跌
す
。例
へ
ぱ

A

1

舉
位
の
價
格
は
八
！

^

觉
、
3

は
三

馬

®
、

C

は

一

馬
克
な
り
ビ
せ
ん
に

®
 

し
利
招
の
み
を
服
中
に
僵
く
時
は
十
の
享
樂
奥
，ふ
え

A

の
.第

1

m
.
位

を

以

て

始

め

ざ

る

可

i

i

is
i

i

i

in
i

、ら
‘す
i
.
:雖
、此
，十

を
.得

ん
#

：::.
群

，め

に

，は

八
.
.
®克
.を
.ー
投
：ゆ
.ざ

る

可

ら

，t

従
.
.て

1-

‘瑪

克

ぶ

る

喪

0
;
>

1
0

I
S

 

1

.
‘ 

r

:
 

' 

i
 
。

ク

o c

に
じ

.過
ぎ
ざ
る
可
し
。次
に

f： q

を
贺
ふ
と
き
は

.
⑦
I
ひ

與
ふ
る
享
樂
の
儉
'剩
は

 

.

I 

;
, 

_

_

_

之
じ
反
し

‘で
C

を
賈
ふ
時

：
 ̂5

1
1

0
.4

即
ち

I  

f

兄
め
费
，用
は
：四

0

儉
剩
を
生
す
。左
れ
ぷ
此 

場
合
利
用
最
も
高
き

A

を
買
ふ
は
最
も
不
經
濟
的
に
し
て
不
合
理

.の
所
ぐ
な
リ
。傲
大
量
の

※
 

剩
享
樂
を
得
ん
ご

.欲
せ
ぱ
彼
は
先

，

づ
C

のIS

 

J

單
位
を
、次
，に

B

の
第

1  

'單
位
を
買
ひ
、更
に
面
び 

C

の
館
ニ
舉
位
を
買
よ
可
し
。斯
の
如
く
し

.て
彼
は

B

，め
ニ
！
單

位

の

爲

め

に

九

渴

克

を

投
b

、
c 

め

三

單

位

の

爲

め

に

三1
;̂

克

を

投

す

る

事

に

依

て

三
+
 j

の
總
利
用
、即
ち
十
九
の
餘
‘がぎ
樂 

を
受
く
可
し
。而
し
て
服
界
條
剩
享
樂
は

B

の
場
合
に
於
て
は

2
¥

、c

の
場
合
に
め
て
は

j

に 

し
て
最
も
ネ

5;?̂

き
限
界
儉

®

亭
樂
な

b
A
r

fe
に
絶
對
利

.用

®

も
大
な
る

A

を

賈

ひ

た

y
j

せ 

ん
か
其
限
界
享
樂
儉
剩
は

1

T
に
し
て
殘
る
因
愿
克
を
如
何
，に
分
配
す
る
も
其
の
汰
し
き
不 

4

お
は
免
を
可

&

す
。卻
ち

1

馬
克
を

C .

の
爲
め
に
三
瑪
克
を

f
i

の
篇
め
に
投
す
る
時
は
ニ

！
®
 

の
财
ょ

-
^
受
く
る
限
界
儉
剩
享
樂
は

A
l
.
,
.B 1

-
1
^

 

C 

Hi

な
る
可
し
。之
れ
容
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雞

.r

テ
不
合
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な

ね
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j

银

十

释
2
 
i

^

v

購

0

所
得
：か
中
心
と
す
る
經
濟
理
論
0
粘
柳
. 

館
す
！：號 

七
M

,

I

斯
の
如
く
、與

i

 

れ
.れ
る
、器

 
< 

は
，豫
想
さ
れ
；̂
る
價
格
を
极
據
ビ
し
て
限
界
餘
剩
利
用 

拘
め
法
則
に
從
て
諸
種
の
欲
望
滿
足
の
爲
め
じ
所
得
が
分

®

せ
ら

i

、
や
此
じ
ホ
人
の
各
財

‘ 

に
對
す
る
需
要
が

'決
變
せ
ら
一
れ
彼
は
需
要
者
と
し
て
國
，，民
經
濟
の
振
動
力
る
可
く

「

市
場

」

に 

臨
む
な
ね
。斯
の
如
く

®

要
は
所
得
分
配
の
結
果

ノ
レ
し
て
成
立
す
る
が
故
に
一
物
に
對
す
る
需 

喪
が
鯽
り
如
物
に
對
す
る

.嗜
好
又
は
價
格
の
變
動
に
依

' て
動
か
さ
る
、
の
み
な
ら
す
，同
時
に 

又
他
の
財
に
對
す
一
る
霞
要
を
動
か

.す
旅
因

.に
依

-
^
て
も
影

#

せ
ら
る
、
事
明
な
と

m

要
愈
料 

品
の

®

格
騰
貴
が
.多
の
場
合
他
の
何
等
か
の
財
に
對
す
る
需
要
满
退
を
伴
ふ
が
如
き
は
此 

例
®

な
ゎ
。；

. 

\

此
の
如
く
所
得
の
配
分
は
霞
要
を
定
む
。然
れ
ダ

」

' 
も
注
意
す
可
し
、所
傅
の
配
當
に
依
て
定
ま 

る
需
要
は
悉

ぐ
，

消
费
財
正
，し

く

云

へ

ぱ

享

樂
.財
に
.對
す
る
需
要
な
を
事
を
#

利
财
、ぜ
し
く
は 

資本に對す

A

需
要
は
之
を
所
得
赢
得
論
の
ホ
に
て
說
き
技

‘
に1

4

た

U
.

享
樂

S

に
對
す
る 

需
要
は
間
接
に
營
利
財
に
對
す
る
需
要
を
支
配
す
ご
云
ふ
事
の
み
を
云
ふ
じ
止
め
置
く
可
し
。
 

<

 

\

所
得
職
得
、即
ち

.營

利

の

：；用
に
'
供

せ

ら

る

、

手

段

は

分

も

て

‘！
 I

:
?

な
.すT

1
)

人

郎

ち

努

働

0
!)

物

即
ち

.經
濟
财
楚
な
レ
。勢
働
ゆ
廣
き
意
败
解
す
み
時
は
或
目

.的
；
達
す
る
心
身
の
，力
化
を
も 

ぺ
て

>
4^

む
も
の
な
れ
と
も
經
濟
學
に
て
云
ふ
勞
働
は
凡
べ
て
支
拂
は
る
/̂發
働
の
意
味
な
る 

を
常
ご
す
。さ
れ
ぱ
之
を
營
利
の
，目

的

，̂」

以

す

る

心

身

の

.力
作
な
ね
.
ご，
.定
義
す
る
事
を
得
可 

し
。勞
働
な

V,

手
段
に

i
v

て
願
得
し
た
る
所
得
を
灘
し
て

.勞

働

ギ

名

づ

く

。

S

脾
财
が
听 

得
赢
得
の
手
段
マ

J

し
て
供
用
せ
ら
る
、
時
之
を
糖
し
て
營
利
財
ビ
云
ふ
ま
ボ
即
是
な
ク
。營
利 

ン
は
享
樂
財
に
相
對
す
可
き
力
-ダ
ゴ
ッ
ィ
な
レ
。普
通
に
行
は
る
、
消
戲
财
ビ
'生
産
け
又
は
听 

g

上
位
の
財

i

下
位
の

®
 
メ
ン
ガ

I)

の
.分
類
が
技
術
的
槪
念
を
標
準
ご
す
る
に
反
し
、

S

に
余 

が
主
張
す
る
享
樂
财
ご
營
利
財
と
の

®

別
は
全

.然
寒
易
經
濟
的
標
準
に
基
づ
く
ふ
の
•に
し
て 

雨一

分
類
の
間
に
は
論

®

上
直
接
の
駒
係
な
し
。例
へ
.ぱ
帷
子
は
技
術
的
分
額
に
從
へ
ぱ
ね
雙
财 

な
ぐ
然
れ
ど
も
变
易
經
濟
的
兄
地
ょ

b
 In̂

れ
ぱ
同
じ
帽
子
は
享
樂
财
な
る
事
わ

.

CS、

營
利
財
即 

ち
資
本
な
る

W

あ
り
、自
ら
之
.を
頂
く
卷
に
對
す
る
之
を
製
造
す
る
者
若
く
は
之
を
資
ら
ん 

し
す
る
者
に
對
す
る
ご
に
て
は
其
意
味
同
じ
か
ら
す
賣
る
も
の
は
營
利
の
手
段

V
J

し
て
之
を 

见
、之
を

.'用
ふ
る
も
の
は
享
樂
の
手
段
ご
し
て

2
3
^

る。藥
用
自
動
車
は
享
樂

.財
な
ね
。然
れ
ど
も
同 

じ
自
動
取
が
貸
自

.動
取
ま
社
の
财
產
に

®

す

る

時

其

自

動

壤

は

營

，利
.財
た
タ
。後
の

場
<
&

に
於

.

鹤

十

海

(
一
五
五
1
1
1
)

腊
說
所
得
か
ゆ
心
と
ず
る
經
濟
理
論
の
結
構
.，
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餓
十
能

(
一 .

五丑四

)

0

説
所
得
を
中
心
と
ず
る
經
德
理
输0

.

給構 

猪
十
！號
，

i

ハ 

.

て
は

.

.所
得
赢
得
の
手
段

i

し
て
供
，用
せ
ら
れ
、前
の
場
合
に
.
は
所
得
投
，用

の
0
,的
物
ど
し
て
嘴 

め
ら
る
。

§
1

械
屈
料
等
或
物
の
製
作
に

'供
せ

.ら
る

\

要
.具
：は
，生

産

財

ざ

し

て

浪

費
M

k

相
對
.立 

せ
し
め
ら
％
然
れ
ご
も
此
區
別
に
依
る
生
塵

S

は
必

し

も
營
利
財
に
嵐
せ
す
。器
械
其
他
の
生 

鹿
資
料
は
今
け
比
較
的
多
く
の
場
合
に
於
て
營
利
の
用
に
供
せ
ら
る
れ
と
も
生
産

W

が
余
の 

所
謂
享
樂
则
た
る
事
決
し

' 
て
.之
な
き
に
非
す
。自
家
食
用
の

.バ
ン
を
燒
く
可
き
®
自
家
用
の
栽 

縫
器
械
の
如
き
何
れ
も
生
産
尉
に
し
て
且
つ
享
樂
财
る
も
の
な
り
。

資
本
な

.る
槪
念

W

所
抑
赢
得
即
ち
營
利

i

云
ふ
事
，

i

は
斷
じ
て
を
相
離
し
て
考
ふ
可
ら
す
。

所
得
赢
得
な
る

0
.
的
な
き
所
に
資
本
な
し
即
も
財
は
所
眼
も

！
 ̂

ビ
、
レ
シ
を
版
仏
い 

.
成
は
資
本
れ
ゎ
。或
は
賣
買
價
値
を
布
す
る
财
は

‘即
ち
資
本
な

&
 V

J

說
く
も
の
ぁ

b
。然
れ

A
j

も 

賣
買
®
値
を
ぞ
す
る
も
の
悉
く
資
本
な
り

V
J

云
ふ
は
.財
は
即
ち
資
本
な
り
ビ
云
ふ
事
に
歸
着 

す
#

乍
ら
此
說

•明
は
吾
人
を
滿
足
せ
し
め
す
。吾
人
は
日
々
食
ふ
所
の
食

.物
、着
る
所
の
衣
服
を 

資
本
，じ
認
む

る

舉
な
し
資
本
に
必
す
伸
ふ
所
め
觀
念

'は
I

本
た
る
事
是
な

-
^
。而

レ

ん

も

，ざ 

は「

本
も
子
も

」

の
本
に
し
て

.
必
す
、或
激
の
源
泉
れ
る
事
を
意
味
す
。親
が
子
わ
ね
て
始
め
て
親
な 

る
が
如
く
資
本
も
亦
成
も
を
の
生
む
歉
す
も
て
始
め
て
さ
を
了
解
す
る
事
を
得
可
し
。然
ら
.ぱ

i

l

i

i

l

i

i

i

i

l

t
i
§
i
§

§
i

i

i§
i
^
i

i
g
^
f

f
i
^
l
^

^
i

B
^
t
^

^
i

i
H
^
i

i

i

i

i
^
i

i
^
l

i

i

i

i

i

i

i

何
を
生
む
：時

に
W

は

資

本
i

な
る
か
。答
て
日
.く
，所
得
を
，生
び

ざ

き
所
得
の
源
嚴

.た

る

き

： |t?  

め
て
财
は
資
本

i

な
る
而
レ
て
こ
の
場
合
生
む

‘

云
ふ
；言

葉

は

今

日

全

然

私

，經
'濟
的
の
意
旅 

に
解

せ
ら
る
る
事
を
忘
る
可
ら
す
。技
術
的
じ
或
物
を
造
り
出
す

i

云
ふ
意
味
に
は
非
す
し
て
、
 

成
收
ヵ
ザ

4
^

に
一
数
濟
單
位
の
所
有
に
歸
屬
す

W

云
ふ
意
除
な
リ
。例

.
へ
ぱ
資
を
に
，避

し

て
y
 

子
を
牧
む
る
場
合
技
術
的
に
は
一
，物
の
作
ム
出
さ
る
\
事
な
し
ご
雖
此
貸
金
の
資
本
た
る
事 

を
疑
ふ
も
の
な
し
。私
經
濟
的
に
は
資
金
が
所
得
の
源
嚴
ビ
な
る
を
以
て
な
ら
否
資
本
の
货
ド 

ね
る

本

t
tは
此
の
如
く
技
術
的
觀
念

k

依
て
煩
は
さ
る
，

.、

事
な
き
場
母
に
於
て
最
も

®
,

ぜ
⑧ 

瞭
に
現
は

る
S

を
兄
る
。力

I

ル
4

ル
ク
ス
が
資
本
論

第

一

卷

第

二

養

货

微

の

資
本
化

」
ve

rw
a
n
-

 

d
lu
n
g

 

vo
n

 

G
d
d

 

in

 

K
a

p
ita

l

に
於
て
詳
說
す
る
所
最
も
當
を
得
れ

.：̂
。資

幣
其
物
は
資

44^

こ

4
^

 

然 

ら
ぱ
货
幣
は
如
何
な
る
場
合
如
何
に
し
て
資
本
ご
な
る
か
。マ
ル
ク
ス
の
答
ふ
る
诉
に
從
へ 

货は儉乘を生するの目的に供用せらる

V

場
合
に
於
て
始
め
て
資
本

i

な
る
、資 

本
は
即
ち
儉
剩
價
做
を
生
む
價
値

M
e
h
rw

e
rt  

..h
e
c
k
s
d

e
r  

W
e

rt

の

義

に

卞

す

可

し

。
货

，が

M

ぜ
を 

生
む
，
0

M
 

H
K

ふ
は
稍
々
形
容
的
表
現
な
々
、平
明
の
語
に

• 

直
：ほ
せ
ぱ
所
得
赢
得
即
ち
營
利 

の
目
的
に
供
用
せ
ら
る
、
經
濟
财
，じ
の
意
味
に
外
な

‘
.

.J： V

ざ
る
可
し
。財

は

享

樂

の

用

に

^

せ
ら

银

十

疆(1

冗
五H

=
D

識

E

所
得
を
中
心
と
す
る
經
濟
理
論
の
結
構 

鎮
十I

號

,

七
b

U
K
r
h
p
^
m
x
b

ji
1



'
第

十
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冗
五
六)

0 

•耽

所

得

，̂
中
#
と
す
る
經
濟
理
論
の
翰
構
：
 

镇
す
.！
號
' 

七
八

る

、
時

享

樂
W
 

S
な
ゥ
、營
利
の
用
に
供
せ
ら
る
、
時
資
本
ど
な
る
。其-財
が
技
術
的
に
如
何
な 

る
性
貴
を
有
し
、又
如
何
な
る

.形
熊
を

c
i

ふ
る
か
は
間
ふ
所
に
非
す
、土
地
も
家
屋
も
器
械
も
器 

具
も
照
料
も
之
が
營
利
の
目
的
に
供
用
せ
ら
る

 

>
"

限
り
悉
く
資
本
な
と
要
點
は
財
が
所
得
赢 

得
の
手
段
マ
し
し
て
用
ひ
ら
る

\

か
、或
は
所
得
投
用
の
，目
的
物
ビ
し
て
認
め
ら

る

、

か、營
利
の 

手
段
た
る
が
、享
樂
の
手
段
た
る
か
の
點
に
あ
り
。或
は
又
從
來

®

々
土
地

V
J

資
本
ご
を
分
つ
も 

の
あ
れ
と
も
，當
を
得
す
。資
本
の
本
質
は
其
營
利
の
用
に
供
せ
ら
る
、
の
一
點
に
集
ま
る
。而
し 

て
此
一
點
に
於

.て
は
土
地
ご

「

生
廣
さ
れ
た
る
生
産
要
具

」 V
J

を
E

別
す
可
き
道
理
な
し
。

r

生
産
さ 

れ
た
る

」

事
は
決
し
て
資
本
ね
る
に
缺
ぐ
可
ら
ざ
る
要
仲
に
非
す
、同
時
に

「

生
産
要
具

」

た
る
事
は 

K

ち
に
資
本
を
成
立
せ
し
む
る
も
の
に
非

t

旣
に
前
に
，述
べ
た
る
が
如
く

「

生
産
要
具

」

は
技
術 

的
の
槪
念
に
し
て
秘
經
濟
的
槪
念

4
£

る
資
本
と
の
間
に
直
接

.に
は
論
理
的

r
o
係
な
し
。た

U
.今 

け
生
遊
は
殆
ど
全
く
營
利
の

‘一
方
法
ざ
わ
て
行
は
る

\

が
故
に
、拔
術
上
生
'廣
要
具
れ
る
も
の 

は
極
め
て
多
ぐ
の
揚
合
に
於
て
營
利
の
用
に
供
せ
ら
れ
此
徑
路
を
經
て
資
本
ビ
な
る
に
過
ぎ 

さ

.

る
な
り
。

Is

し
て
土
地
は
他
の
財
マ

」

同
じ
く
享
樂

 

'の
用
に
供
せ
ら
る
、
事
あ
り
、營
利
の
用
に 

，供

.せ
,
>
^
る

事

も

.

營
利
，，
の

.用
'に
供

♦
,

ら'る
..>

*.;時
，：

圓i:.o
v

資
本
；た
，る

お

於

妨

ぐ

，る
も
のU

非
す
圓
よ
り
土

‘地
は
他
め

.財
に
比
し
て
技
術
上
將
異

.の

.點
を
有

.す
る
事

'な
き
に
菲
や
，此
點
を 

標
準
ど
し
て
之
を
他
と

®

別
す
る

.は
決
し
て
妨
げ
な
し

0れ

 ̂
土
地
は
資
本
の
一
；下
®
に
過
ぎ 

す
、S

じ
て
資
本
と
相
對
立
せ
し
む
可
き
も
の
に

#

ざ
る
事
を
忘
る
可
ら
す
。：

 

.
, 

資
本
に
依
て
变
く
る
所
得
を
資
本
所
得
ご
云
ふ
。資
本
所
得
の
勞
働
所
得
に
對
す
る
®
要
な 

る

r

特
徵
は
努
働
所
得
に
あ
ね
て
は
所
得
額
の
問
題
の
み
存
す
る
に
反
し
資
本
所
得
に
リ 

て
は
資
本
，額
ど
之
よ
ゎ
生
じ
た
る
所
得
額
ど
の
對
照
に
依
て
必
す
率

"
の
間
題
起
る
事
是
な
り

Q 

九

.

享
樂
は
需
要

i

な
ら
て
現
は
れ
營
利
は
直
接
；に
は
供
給
ど
な
ね
て

®

は
る
ざ
は
：̂
に
潘
ぺ 

た-CS。

特
に
直
接
に
は

i
 

&
意
た
る
は
營
利
行
爲
は
間
接

.に
は
需
要
ご

.
な
り
て
現
は
る
、
事
あ 

る
を
以
て
な
タ
。然
れ
ど
も
此
場
合
に
於
て
は

®

要
，が

0
0
.

に
終
る
事
な
し
、需
耍
は
必
す
供
給 

.の
®

め
に
行
は
る
。賣

.ら
ん

.が
货
め
の
買
、更
に
厳
格
に
云

，

< 
ぱ「

よ
り
高
く
賣
ら
ん
が
爲
め
の
ぎ

. 

ka
u
fe

n

 

u
m

 

te
u

re
r  

s
 ve

rk
a

u
fe

n

な
り
。世
人

.周
知

の

如
，く
マ
ル
ク
ヌ
は
之
を

^
.̂
の武示せね。
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供
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趣
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す
事
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に

述

ベ

も

チ

よ

り
W

は
狭
く
商
品
，の
義

0

$
 

2
五
五
七)

縫

脱

.所
得
，か
中
心
と
す
る
M
濟
理
論
の
綠
柳 

银
十.一

號 

七
九



I :

ilV

辕

十

餘a

 H
M̂

八)

歸

-
0 

中
#
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す
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理
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號
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八
0

に
解
す
る
必
要
な
し
。貴

條

を

投

じ

て

勞

働

を

賀：：

ひ
、そ
の
生
産
物
' を
賣

；
o

て
利
御
を
收
む
る
揚 

&

に
も

此

方

式
は
當
然
適
用

.せ
ら
る
。

)

賣
ら
ん
が
ハ
：

£
|

め
に
買
ふ
場
合
に
於
て
は
赏
事
ザ
に
對
す 

る
利
用
享
樂
の
問
，題

全

然

起

る

事

な

し

ぜ

人

が

商

品

を

仕

入

る

、
に
當
ム
I
其
商
品

.例
へ
ぱ

W
 

子
の
品
廣
其
物
は
韻
の
顾
慮
す
る

ざ

こ
ろ
に

#
,

す
。權

子

が

如

何

な

る

便

，盤
を
彼
に
與
ふ
る
か 

は
問
題
に
非
す
。彼
は
た
ん
精
子
が
幾
許
の
利
潤
を
彼
に
齋
ら
す
か
を
考
慮
す
る
の
み
◊彼
は
營 

利
の
手
段
レ
し
し
て
の
み
之
を
見
る
。彼
は
だ

U
.1

定
の

「

量」

ご
し
て
之
を
晃
る

「

質J

は
顾
る

、 y
j

こ
み 

に
#

;

ざ
る
な
义

「 11:̂

はいそれが利潤の量に

影
！
！

する

.限

ゎ

じ

於

て

の

み

考

盧

の

巾

に

，入 

来
た
る
。而
し
て
利
潤
は
與
へ
ら
れ
た
る
ニ
の
價
格
の
差
額
ょ

A

成
る
。®
路
は
純
客
觀
的
の 

事
實
に
し
て
®
将
ビ
價
格
ぐ
の
差
額
は
個
人
の
性
癖
傾
向
等
の
主
觀
的

要

素

ょ

b

全
然
獨
立 

し
何
人
に
も
共
通
の
事
賞
な
ら
商
人
が
商
品
を
位
入
れ
又
製
造
業
卷
が
.股
料
を
入
れ
又
は 

勞
働
辦
を
廣
入
る

N

場
合
ご
消
費
潘
が
同
じ
商
品

.
‘を
買
ひ

"又
は
勞
働
者
を

®

入
る
\
場
合
ど 

に
て
は
其
需
要
又
は
購
買
の
動
機
を
決
定
す
る
要
仲
同

G

か
ら

t

消
毅

I
?

の
場
合
に
於
て
は 

購
買
は
彼
の
，所
得
額

i

懷
想
さ
れ
れ
，义
享
樂

ざ

に
依
て
定
め
ら
る
れ
ど
も
營
利
的
挪
資
み

J

決 

す

る
.：

の
は
彼
が
述
觀
利

f
fl
し
得
る
货
赂
資
本
額
ズ
豫

.想

さ
， .

れ

た

る

，
，利

潤

と

：是

，な

み

。
さ

れ

ぱ

ま
I
i

m
m

場 は な

, 

.

.

.

享
樂
烟
は
所
得
に
依
て
.支
挪
は
：れ
、資
本
財
は
貴
#

資
本
に
.依
て
、支

拂

は
'る
と
，云
，
ふ
事
を
得
可 

し

而

し

て

營

利

者

が

購

賀

者
i

し

て

現

は

る

、
脇
合
吾
人
は「

投
資」

な
る
.槪
念
を
得
、營
利
の
目 

§

を
以
て
货
悠
を
投
じ
て

W

を
買
ふ
事
、換
言
す
れ
ば
货
徵
資
本
を
資
本
®
又
は
勞
働
に
變
形 

す
る

S

な

-
-。
o—

w
i

G
"

な
る
方
式
§

年
是

な

り

。

但
し

o

i

は
其
自
身
投
資

」

を
成
立 

せ
し
む
る
に
非
す
、

G
、I
G

な
，る
利
满
を
目
的

.
,vcす
る
場
合
に
於
て
聰
買
は
始
め
て
投
資

i
 

る
単
に
享
樂
を

n
n

的
ご
す
る
購
買
は

.r

投
資

」

に
非
す
。吾
人
が

僕

婢

を

®

ひ
て
給
料
を
支
拂
ふ 

投
資
に
非
す
、

H
.

之

H

 

®
主
が

職

H

を
雁
ひ
て
貧

m

を
支
柳
：ふ
湯
合

R

はr

投
f

j

な
る
。前
の 

八U  

t
於
て
は

®
 

の
目
的

y
j

す
る
所
日
常
生
®
の
便
盤
に

わ

れ

ど
も
、後
の
湯
合
に

於

て

は 

跟

ご

し

て

投

じ

た

る

以

上

を

利

潤

ご

し

て

回

牧

せ

ん

事

を

勘

す

る

を

以

て

な

.̂
。

「 1
^

慣
的

」

を
原
則
と
す
る
交
易
經
濟
組
織
の
下
に
於
て
所
得
の
投
用
は
需
要
ご
な
み
て
现 

れ2
::̂

^

赢

f
t
は
直
接
に
は
供
給

.
ご
し
て
間
接
に

'
は
雷
要

ノ
レ
レ
て
现
，は
る

i

は
.牌
に
蔣
ヨ
述 

た
る
所
な
ね
。而
し
て
所
得
投
用
に
依

.：̂

て
生
す
る
雷

®
 V」

所
得
赢
得
の
爲
め
に
す
る
®
要 

の
間
に
は
重
要
の
差
別
あ

る

.

0

.及
び
所
得
赢
得
の

目

的
を

以
て
.，
す

る

0

要
は
必

す「

投
資
し
の 

咏

す

る

事

右

の

加

し

。
左

，，
れ

ぱ

.同

じ
.事

は

少

し

く

用
廣

を
改̂

め

：
て
，
次
の

如

く

‘に

も

云

ひ
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中
#
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0
給

柳
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ニ

は
す
事
を
得
可
し
。日
く
、所

#

投
用
，行
お
は
需
要
ご
し
て
現
は
れ
、所
得
赢
得
の
行
，.
爲
は
投
資
及 

び
供
給
ビ
し
て
現
は
れ
、以
て
國
民
經
濟
生
活
の
根
本
動
力
ビ
な
る
と

。

.

す
.

：

以
上
金
は
國
民
經
濟
に
生
命
を
附
與
す
る
股
動
力
は
經
濟
單
位
の
私
經
濟
的
努
力
に
あ
る 

0
.
0

し
て
報
經
濟
的
努
力
は
何
れ
も
所
得
を
ホ
心
と
し
、所
得
を
基
磁

i

し
て
出
發
す 

h
.
¥
樂
に
し
て
、所
得
を
目
標
と
し
て
之
に
向
て
集
中
す
る
も
の
は
營
利
な
る
事
、而
し 

は
需
要
と
な
り
て
、又
營
利
は
供
絵
及
び
投
資

i

な
-
^
て
現
は
る
、
事
を
述
べ
れ
レ
。然 

吾
人
の
經
博
生

.
®
巾
に
は
此
ニ
ウ
の
何
れ
に
も
®
す
る
第
二

1

の
方
面
あ
ら
。脚
ち
乎
段 

れ
ぱ
所
得
の
投
用
に

®

し
目
的
ょ
り
兄
れ
ぱ
營
利
に
屬
す
る
も
の
是
な
ゎ
。即
も
所
得
の
役
用 

に
し
て
享
樂
な
ら
ざ
る
も
の
、所
得
の
赢
得
に
し
て
而
し
て
所
得
の
役
用
を
以
て
出
發
す
る
も 

の
換
言
す
れ
ぱ

0
.
的
も
平
段
も
共
に
所
得
な
る
場
合
是
な
之
を
貯
蓄
、卯
ち
新
資
本
の
形
成 

の
：®

合

な

ゥ
i

す
。資
本
か
人
が
其
所
得
を
全
部
享
樂
の
用
に
供
し
悉
く
さ
す
し
て
、

I

部
¥
利 

:

殖
の
货
め
に
保
谓
す
る
事
に
依
て
成
立
す
。ア
ダ
ム
乂

ミ

ス
が
，
.資
本
は
節
約
じ
依
て
生
す
云 

，
へ

る

：は

，
此

意

账

に

解

.す

可

し

。
®

,

-

タ

死

藏

は

.
：
此

：

に

所
謂

貯
菩
.じ
：非
す
、廣
本
は
、舉

に

所

得
の

1

の よ れ て る

i

i

if

部

か

保
w

せ
ら
る
、
の
み
に
依
て
成

4

す
る
も
 

'の

R

非
す
、其
保

®

が
將
來
の

：
#
得
愤
加
の
ハ
ホ 

め
に
行
は
る
、
事
に
依
て
始
め
て
成
立
し
、此
の
如
く
に
し
て
所
得
を
生
む
資
本
は
所
得
の
中 

ょ
も
生
れ
来
る
而
し
て
新
資
本
の
形
成
は
國
民
經
濟
上
に
於
て
結
局
供
給
を
目
的
す
る
霜 

要
即
ち
投
資
的
需
要
と
し
て
現
は
る
。國
民
經
渡
.は
新
資
本
の
形
成
あ
る
に
依
て
獨

.
=
.
1
か
す 

ダ
I

ム
ま
ら
す
し
て
實
に
能
く
成
畏
す
。

S
?

ち
所
得
赢
得
の
目
的
を
以
て
す
る
所
得
の
投

用
に 

觸
る

\

に
至
り
て
吾
人
は
經
濟
理
論
の

S
ta

tik

よ
も
出
で
、

I>
y
n

a
m

ik

の航域に入るものよ

此
，小

論

文

に

於

て

余

は

個

々

經

濟

理

論

の

內

容

に

何

等

を

加

へ

得

た
ね

ご
信
せ

す
、

た

3
^

金 

力
試
み
ん
欲
す
る
ル
は
如
何
に
經
濟
理
論
を
結
構
す
可
き
か
に
就
て
報
見
を
述
ぶ
る
に
あ 

A

余
は
經
濟
堪
位
の
生

®

が
所
得
を
中
心

i

し
て
之
に
集
中
す

る

T
面
之
ょ
ね
放
散
す
る 

1

面
ビ
の

二

方

而

あ
る
事
を
見
ね
り
.。

而

し
て
，個
人
の
私
經
濟
的
努
力

を

旅
動

力

ご

す

る
交 

終

、

の
メ
カ

i! 

^

ム
を
論
理
的
に

了

解

せ
ん
が
爲
め
に
は
此
ニ
方
面
の
努
力
を
た
ご

タ
行
く 

タ
.途

な

し

而

し

て

斯

く

す

る

事

に

依

て

余

は

加

何

に

所

得

の

投
用

が

需

要

と

な
り
、又

所
得
の 

i

得
力
供
給
及

(

第

二

次

的
に

)

需
要
，ご

な
り

て

現

は

る

、
か
、又

如

何
に

し

て

所

得

赢

得

の

目

的

ル

十

卷
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を
以
て
す
る
所
得
の
投
用
に
依
て
新
資
本
が
形
成
せ
ら
る
、
か
の
徑
路
を
示
し
将
り

i

信 

す
。綴
返
し
て
云
へ
ぱ
现
代
經
濟
社
會
に
於
て
所
得
は
實 

が
有
ゆ
る
光
線
を

R

收
し
、而
し
て
色
を
分
ち
て
新
ね
に 

濟
生

S
5

上
の
努
力
は
！度
び
所
得
に
柴
ヤ
し
、更

.

し
て

「

個
々
の
目
的
物

」

の
.供
給
®
は
又
所
得
に
向 

余
が
經
濟

S
i

論
結
構
の
中
心
に
所
得
を
置
か
ん

ごてに
す の 新  

る 努 た

所 力 に 之 に  

以 t 個 を 猶  

な し 々 放 ほ  

b て の 射 グ  

其 目 す ジ  

% 供 的 る ズ  

給 物 ビ ム  

を に 等 の  

行 向 し 如

ふて〈し
な 放 ポ プ 

! ) 散 ゆ ジ  

是 す る ズ  

れ 而 經 ム

職

爭

.
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制
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仙
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目
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次
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r

猜
言——

ニ
*
金
利
騰
貴
の
原
因——

H
、

隅

策

は

常

に

金

利

，
^

騰

黄
 

せ
し
セ
る
や

——
P
、

金
利
腿
班
の
防
止
液

.

' 

t

緒

S

»

煮
の
知
ら
る
、
如

.
ぐ
、令
次
の
大
戰
银
が
勃
後
し
て
以
来
歐
侧
金
融
市
場
に
於
け
る
金
利 

は
著
し
く
騰
貴
し
て
居
る
。開

.戰
前
の
年
ヶ
年
は
金
融
化
較
的
緩

®

で
あ
ウ
て
、歐
洲
金
融
界
の 

!..  

化
ぎ
針
ご
も
か
す
！

^

き
炎

®

銀
行
の
公
定
步
合
は

j

月
二
十
九
旦
千
九
西
十

S
L

年)

三
步
に
足 

一，
 

められれる儘にて七月下句に至た

Q
.

で
お
る
が
大
陸
の
風
雲
急
ご
爲
る
及
ん
で
同 

一

‘ 

月
！ 
二
十
爽
如

i

し
.てM

I

分
に
引
上
げ
ら
れ
、變

m

に
は
又

}
蹄
八
分
、其
翌
日
八
月
一
日
に
は 

一' 

史
に

一

言
に
改
足
せ
ら
れ
た
が
、六

R

に
は
六
，分

を

引

上

げ

ら

れ

，八

ロ
.に
は
*更に
五
分
に
改
め 

一*  

第
十
お

(

5

,

i

論

撒

' 

戰
爭
と
金
别
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